
幕
末
か
ら
昭
和
ま
で
激
流
の
中
を
生
き
抜

き
、
日
本
経
済
発
展
に
手
腕
を
発
揮
し
、
社
会

事
業
、
国
際
親
善
に
も
尽
力
し
た
渋
沢
栄
一
。

合
本
組
織
に
よ
っ
て
共
同
運
輸
を
設
立

し
、
岩
崎
一
家
の
独
占
体
制
に
対
抗
し
よ
う
と

い
う
正
に
海
運
戦
争
。

「
近
来
の
一
代
義
挙
」と
書
い
た
新
聞
も
あ
っ

た
も
の
の
、
船
を
持
た
ぬ
前
か
ら
渋
沢
へ
の
妨

害
が
始
ま
り
、
第
一
国
立
銀
行
を
つ
ぶ
そ
う
と

い
う
。
経
済
界
の
混
乱
の
た
め
銀
行
の
業
績
は

確
か
に
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
東
北
各
地

に
支
店
を
開
設
し
た
が
利
益
に
結
び
つ
か
ず
、

撤
退
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
。
王
子
の
製
紙

会
社
も
、
東
洋
紡
の
前
身
で
あ
る
大
阪
紡
績
な

ど
も
利
益
が
上
っ
て
い
な
か
っ
た
。

三
菱
商
会
は
、
大
隈
重
信
を
バ
ッ
ク
に
共
同

運
輸
を
つ
ぶ
し
に
か
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
政
変

に
よ
っ
て
大
隈
が
失
脚
し
参
議
を
辞
任
。
大
隈

派
の
官
僚
も
一
斉
に
退
官
。

弥
之
助
に
遺
言
し
て
死
去
。

経
営
を
無
視
し
た
競
争
に
両
社
共
苦
し

い
。
両
社
の
船
が
衝
突
事
故
を
起
す
に
至
っ

て
、
政
府
が
調
停
に
乗
り
出
し
、
18
年
9
月
、

両
社
は
合
併
し
資
本
金
一
千
百
万
円
の
日
本
郵

船
と
な
り
、
勝
負
は
引
き
分
け
と
な
っ
た
。

「
私
が
も
し
、
自
分
や
一
家
の
富
を
積
も
う

と
考
え
た
ら
、
三
井
や
三
菱
に
も
負
け
な
か
っ

た
だ
ろ
う
よ
。
こ
れ
は
負
け
惜
し
み
で
は
な
い

ぞ
」
と
、
息
子
さ
ん
た
ち
に
語
ら
れ
た
と
申
し

ま
す
。

明
治
18
年
10
月
22
日
、
寛
永
寺
護
国
院
に
て

妻
千
代
の
本
葬
、
馬
車
11
台
、
人
力
車
数
知
れ

ず
、
行
列
五
百
人
。
参
列
者
は
、
徳
川
昭
武
、

井
上
馨
、
伊
藤
博
文
、
小
野
善
右
衛
門
、
古
川

市
兵
衛
、
三
井
八
郎
右
衛
門
、
三
野
村
利
助
、

益
田
孝
、
大
倉
喜
八
郎
、
浅
野
総
一
郎
。
静
岡

受
け
な
か
っ
た
の
で
弥
太
郎
が
国
の
た
め
に
働

き
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
新
政
府
は
三
菱
に
大

金
を
貸
し
船
を
払
い
下
げ
、
こ
う
し
て
三
菱
は

大
き
く
な
っ
て
い
き
、
三
菱
に
も
云
い
分
が
あ

り
ま
す
。

三
菱
は
び
く
と
も
せ
ず
、
北
海
道
運
輸
会

社
、
越
中
風
帆
船
三
社
が
合
併
し
た
共
同
運
輸

を
つ
ぶ
そ
う
と
し
た
。

負
け
じ
と
共
同
も
激
し
い
競
争
を
展
開
。
三

菱
独
占
が
う
ち
こ
わ
さ
れ
、
運
賃
は
ど
ん
ど
ん

下
落
、
神
戸
～
横
浜
間
の
下
等
運
賃
五
円
五
十

銭
が
、
な
ん
と
二
十
五
銭
に
。
両
社
と
も
新
造

船
を
揃
え
大
幅
な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、

個
人
経
営
対
会
社
経
営
の
戦
い
。
岩
崎
は
社
内

の
経
費
を
切
り
詰
め
、
更
に
共
同
運
輸
株
の
買

い
占
め
を
図
る
。

栄
一
は
結
束
を
固
め
て
防
戦
。
こ
う
し
た
争

い
の
中
で
、
弥
太
郎
は
明
治
18
年
2
月
7
日
、

「
あ
と
は
お
前
に
託
す
。
手
一
杯
や
れ
」
と
弟

「
運
賃
は
ど
ん
ど
ん
上
げ
る
。
船
は
ボ
ロ
船

で
文
句
を
言
え
ば
一
向
に
荷
物
を
運
ん
で
く
れ

な
い
」

三
菱
の
や
り
方
に
不
満
も
く
す
ぶ
り
、
や
が

て
世
論
も
盛
り
上
り
、
政
府
も
放
っ
て
お
け
ず

三
菱
に
対
し
厳
し
い
態
度
を
取
り
始
め
る
。
こ

れ
に
対
し
下
野
し
た
大
隈
が
改
進
党
を
作
り
政

府
を
猛
烈
に
非
難
。

そ
の
資
金
援
助
は
三
菱
だ
と
、
政
府
は
三
菱

を
敵
視
し
農
商
務
大
輔
品
川
弥
二
郎
は
、
反
大

隈
、
反
三
菱
の
強
硬
派
で
、

「
三
菱
は
、
台
湾
と
の
戦
い
や
西
南
戦
争
に

奉
公
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
以
上
に
私
腹
を
肥

や
し
て
い
る
。
国
家
の
事
業
を
独
占
さ
せ
て
お

く
か
ら
で
、
こ
の
ま
ま
海
上
の
権
利
を
三
菱
の

手
に
ゆ
だ
ね
て
お
い
て
は
な
ら
ん
」

西
南
戦
争
や
台
湾
と
の
戦
い
に
、
誰
も
引
き

日
本
経
済
の
父「
渋
沢
栄
一」
最
終
回

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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農
民
出
は
中
々
も
ら
え
な
い
爵
位
も
、
子
爵

を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
を
社
会
事
業
に
尽
さ
れ
、
昭
和
6
年

11
月
11
日
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
92
歳
の
長
寿
を

も
っ
て
大
往
生
。

谷
中
霊
園
に
、
渋
沢
青
淵
と
い
う
大
き
な
お

墓
が
あ
り
、
少
し
離
れ
た
所
に
徳
川
慶
喜
の
お

墓
も
あ
り
、
銅
像
は
常
盤
橋
は
じ
め
各
地
に
数

多
く
あ
り
ま
す
。

第
一
国
立
銀
行
に
は
じ
ま
り
、
東
京
商
工
会

議
所
、
東
京
証
券
取
引
所
、
王
子
製
紙
、
東
京

電
力
、
日
本
郵
船
、
日
本
鉄
道
、
清
水
建
設
、

帝
国
ホ
テ
ル
、
石
川
島
造
船
所
、
東
京
ガ
ス
、

秩
父
セ
メ
ン
ト
、
一
橋
大
学
他
大
学
、
聖
路
加

病
院
、
大
日
本
ビ
ー
ル
、
他
に
も
電
灯
、
織

物
、
牧
畜
、
貿
易
な
ど
設
立
に
関
わ
っ
た
会
社

約
五
百
社
。
社
会
事
業
関
係
六
百
。
ど
う
し
て

も
や
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
実
業
界
の
7
団
体

を
引
退
し
た
の
が
77
歳
、
や
め
た
く
て
も
や
め

さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
社
会
事
業
関
係
は
終

生
続
け
て
い
ま
す
。

身
長
1
5
0
㎝
一
寸
、
自
ら
血
洗
島
の
一

農
民
で
押
し
通
し
、
真
心
と
思
い
や
り
を
大
切

に
、
単
な
る
利
益
追
求
で
な
く
、
道
徳
と
経
済

を
両
立
さ
せ
た
日
本
経
済
発
展
に
尽
力
。
近
代

産
業
社
会
の
基
礎
を
築
い
た
渋
沢
栄
一
、
こ
れ

を
以
っ
て
最
終
回
と
致
し
ま
す
。

の
徳
川
慶
喜
か
ら
百
円
と
い
う
破
格
の
香
典
。

政
財
界
の
大
立
者
揃
い
、
明
治
天
皇
は
じ
め
各

宮
家
か
ら
御
供
物
と
、
栄
一
の
素
晴
ら
し
い
働

き
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

明
治
34
年
井
上
馨
に
総
理
大
臣
の
大
命
。

真
っ
先
に
大
蔵
大
臣
と
し
て
入
閣
を
求
め
ら
れ

た
も
の
の
、
渋
沢
が
辞
退
し
た
の
で
、
井
上
は

「
渋
沢
大
臣
で
な
け
れ
ば
組
閣
の
自
信
が
な

い
」
と
首
相
を
辞
退
。

喜
ん
で
ホ
イ
ホ
イ
引
き
受
け
る
人
が
多
い

の
に
、
辞
退
し
た
二
人
共
す
ご
い
で
す
ネ
。

81
歳
の
大
正
10
年
4
月
、
日
本
の
実
業
家
50

人
が
ア
メ
リ
カ
各
地
の
商
工
会
議
所
か
ら
招
待

さ
れ
、栄
一
が
団
長
を
務
め
、こ
の
年
の
11
月
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
軍
縮
会
議
。

軍
部
や
右
翼
団
体
が
反
対
し
て
い
た
た

め
、
会
議
が
決
裂
し
て
は
日
本
の
た
め
に
な
ら

な
い
と
、
ア
メ
リ
カ
に
知
人
、
友
人
が
多
く
会

議
の
成
功
に
尽
力
し
よ
う
と
渡
米
、
第
29
代

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
と
も
会

談
。日

米
親
善
の
た
め
、
青
い
目
の
人
形
と
日
本

の
市
松
人
形
の
交
換
に
尽
力
。
1
9
2
6
年

と
27
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
な
っ
た

の
も
こ
う
し
た
働
き
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

東
京
北
区
飛
鳥
山
の
屋
敷
に
晩
香
盧
と
い

う
、
清
水
建
設
の
四
代
目
か
ら
栄
一
の
喜
寿
を

祝
っ
て
送
ら
れ
た
洋
風
茶
室
が
あ
り
、
栄
一
は

こ
よ
な
く
愛
し
迎
賓
館
と
も
い
え
る
建
物
で
、

ア
メ
リ
カ
十
八
代
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
将
軍
、
イ

ン
ド
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
、
蒋
介
石
、
徳
川
慶

喜
、
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
他
訪
れ
た
民
間
外
交

の
地
。
渋
沢
記
念
館
に
は
、
83
歳
の
時
の
講
演

の
肉
声
レ
コ
ー
ド
2
枚
残
さ
れ
て
い
て
声
を
聴

く
こ
と
が
出
来
、
贔
屓
に
な
っ
た
三
遊
亭
円
朝

の
手
紙
も
展
示
。

関
東
大
震
災
の
時
に
は
邸
内
を
開
放
し
食

糧
も
援
助
。

昭
和
4
年
、
昭
和
天
皇
か
ら
一
人
昼
食
に
招

待
さ
れ
、
長
年
民
間
で
よ
く
働
い
た
労
を
ね
ぎ

ら
わ
れ
、
当
時
前
例
の
な
い
栄
誉
で
、
天
皇
の

右
隣
り
が
栄
一
の
席
で
、
90
歳
の
老
人
で
す
か

ら
特
に
や
わ
ら
か
い
物
が
用
意
さ
れ
、
天
皇
と

栄
一
の
ほ
か
宮
内
省
の
高
官
6
人
だ
け
と
い
う

特
例
の
席
で
し
た
。

翌
年
の
12
月
、
風
邪
の
た
め
臥
せ
っ
て
い

る
と
全
国
方
面
委
員
、
現
在
の
民
生
委
員
20
人

が
面
会
を
求
め
て
き
た
。
社
会
事
業
家
の
代
表

た
ち
と
聞
く
と
栄
一
は
ど
う
し
て
も
会
う
と
い

う
。
主
治
医
や
家
族
が
止
め
て
も
聞
か
な
い
。

「
今
、
寒
さ
と
飢
え
に
苦
し
む
者
が
20
万
人

い
ま
す
。
政
府
は
救
護
法
と
い
う
法
律
を
こ
し

ら
え
た
も
の
の
、
予
算
が
無
い
た
め
一
向
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
早
く
実
現
出
来

ま
す
よ
う
ご
尽
力
下
さ
い
」

「
私
は
こ
の
年
令
に
な
る
ま
で
社
会
事
業
に

尽
く
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
か
ら
よ
く
解
り
ま

す
。
老
い
ぼ
れ
た
身
体
で
す
が
出
来
る
だ
け
の

こ
と
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
私
に
与
え
ら

れ
た
義
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

す
ぐ
に
大
蔵
大
臣
と
内
務
大
臣
に
電
話
。

主
治
医
が　
「
熱
の
あ
る
身
体
で
冬
の
外
出

は
危
険
で
す
」
と
止
め
た
も
の
の
、

「
も
し
こ
れ
が
元
で
死
ん
で
も
、
20
万
人
の

不
幸
な
人
た
ち
が
救
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
本

望
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
大
臣
に
面
会
。
救

護
法
は
、
翌
年
栄
一
が
死
去
後
実
施
さ
れ
、
純

粋
な
気
持
ち
で
人
々
の
た
め
に
尽
す
91
歳
の
栄

一
で
あ
り
ま
し
た
。

68
歳
の
時
、
お
妾
さ
ん
と
の
間
に
子
供
が
出

来
、「
ど
う
も
若
気
の
い
た
り
で
…
…
」

妻
妾
同
居
の
艶
福
家
、
こ
れ
が
元
気
で
永
生

き
の
元
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

晩
年
多
く
の
役
員
を
辞
職
し
た
も
の
の
、

「
生
き
て
い
る
限
り
、
人
間
は
辞
職
で
き
な

い
か
ら
ね
」
と
、
ご
子
息
の
渋
沢
秀
雄
さ
ん
に

語
ら
れ
た
と
申
し
ま
す
。
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